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葉 の 種 類  単葉 

葉 の 付 方  互生 

葉 の 基 部  くさび形 

実 の 種 類  核果 

花 ・ 萼 色  赤色 

葉 の 種 類  単葉 

葉 の 付 方  互生 

葉 の 基 部  漸尖形 

実 の 種 類  核果 

花 ・ 萼 色  白色 

区 分 木本類 

分 布 
本州（関東南部･福井以西）、四
国、九州、沖縄等 

葉 の 形 被針形 

葉 の 縁 全縁、鋸歯 

葉 の 先 鋭形 

区 分 木本類 

分 布 本州（千葉以西）、四国、九州、
沖縄、 

葉 の 形 長楕円形、さかさ被針形 

葉 の 縁 鋸歯 

葉 の 先 鋭形 

 
 
説
せつ

 
 
 
明
めい

 

山地の日当たりの良い山野などに生育
し、高さ 6-10m、大きいものは 20m に
もなる常緑の高木です。葉は革質で、長さ
5-10 ㎝、幅1.5-3 ㎝、両面とも無毛です。
葉の縁は全縁かまばらな小さな鋸歯があ
り、幼木の葉は荒い鋸歯があります。花は
葉腋から穂状花序に咲きます。実は核果で
球形、径 1.5-2 ㎝、赤く熟し食べられま
す。 

 
 
説 
 
 
明 

低地から山地の林内に生育し、高さ
10m の常緑の高木です。樹皮は淡い灰褐
色で滑らか、小枝は無毛です。葉は互生し
枝先に集まってつき、表面は深緑色、裏面
は淡い緑色で被針形、長さ 5-12 ㎝、幅
1.4-3 ㎝です。古い葉は鮮やかな紅色をし
ています。花は葉腋から総状花序に白色の
花が咲きます。実は長楕円形で、緑色での
ちに熟して黒紫色になります。 


